
小惑星２１３７４の観測～ライトカーブから得た考察～ 

坂東 日菜、越村 俊之（高１）【岡山県立岡山操山高等学校】 

 
１．概要 
 ２０１４年８月５日～７日の３日間、美星天文台・美星スペースガードセンターで行わ

れた「星の学校２０１４」に参加し、小惑星２１３７４の観測データの解析を行った。当

日は悪天候だったため、観測データは５月に撮影されていたものを使用した。ここでは、

解析で得たライトカーブから、小惑星２１３７４の自転速度に関する考察をまとめる。（ラ

イトカーブとは、天体の自転による明るさの変化のグラフのこと。） 
 
２．観測データ 
観測対象：小惑星２１３７４ 
    （発見日１９９７年１１月２４日、直径１．２ｋｍ、絶対等級１７．３） 
日時：５月３日 ００時１６分～０４時０６分 
場所：美星町、美星スペースガードセンター 
使用望遠鏡：ＢＳＧＣ５０ｃｍ光学望遠鏡 
ＣＣＤカメラ：視野直径約５０ｍｍ、２０００×４０００ピクセルのものを２個使用 
 
３．解析 
 解析には、「星の学校」の間はＩＲＡＦ、

その後の解析ではすばる望遠鏡画像解析ソ

フト「マカリ」を用いた。また、画像は次

のような手順で補正した。 
１）元の画像からダークノイズを差し引く 
２）１）をＣＣＤ感度ムラ（フラット画像）

で割る 
 次に、補正した画像を用いて、小惑星２１３７４の明るさをアパーチャー測光によって

求めた。アパーチャー測光とは、小惑星を中心とする円（アパーチャー）の中の光量を測

る方法である。このとき、空の明るさも内包するので、もう一つ外側の円で空の明るさを

測り、小惑星の明るさから差し引く。 
 さらに、画像内で比較星 A,B,C を決めて測光し、測光値の誤差を抑えた。  

測光画面 



４．結果 

 ライトカーブには極大部分が３つ見られた。 
５．考察 
 今回求めたライトカーブには極大が３つあり、１つの極大と極大の間が小惑星の自転の

半周期だと考えられる。よって、図の左端の極大から右端の極大の時間が、小惑星の自転

周期である。したがって小惑星２１３７４の自転周期は、 
 １１５００－２０００＝９５００（秒）＝２．６４（時間） 
 また、ライトカーブに極小が現れていないのは、小惑星の光量に対してノイズが大きく

計測が困難であったためである。 
 
６．課題 
 ライトカーブから自転周期を得ることができたので、等級変化から小惑星の形状につい

ての考察も行い、発表ではその点にも触れていきたい。 
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